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子ども役者の見えに
拍手喝さい

８月28日、日吉町の美濃歌舞伎博物館「相生座」
で、「第33回恒例納涼大歌舞伎」が公演され、歌舞伎
ファン約800人が地歌舞伎を楽しみました。
今回の公演では、今年６月から小中学生を対象と

した伝承教室に参加した児童生徒12人が演じる「寿
曾我対面」も披露され、子ども役者の大人顔負けの
見えに、会場からは大きな拍手が沸き起こっていま
した。

主な内容



◎
問
合
せ 

　
教
育
研
究
所 

　
　
　
1
内
線
４
９
２
・
４
９
３ 

子どもの読書活動推進計画 子どもの読書活動推進計画 子どもの読書活動推進計画 子どもの読書活動推進計画 
教育委員会 

　読書活動は、子どもが言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、想像力を豊かなものにし、人生を
より良く生きていく上で欠くことのできないものであります。ところが昨今「子どもが本を読まなく
なった」とか「本を読む子と読まない子の二極分化がすすんだ」とかの声を聞きます。 
　おかげさまで、当市の子ども達は比較的本を良く読みますが、それでもＴＶゲーム等で時間を過ご
す子が増えてきました。そのため瑞浪市教育委員会では、「本の好きな子」・「本を良く読む子」を一
層増やすために、関係機関の皆様方のご協力を得て「子どもの読書活動推進計画」を策定しました。 

●
基
本
方
針 

①
子
ど
も
が
読
書
に
親
し
む
機
会
の

提
供
及
び
諸
条
件
の
整
備
・
充
実 

・
乳
幼
児
期
か
ら
読
書
に
親
し
む

環
境
を
つ
く
る
。 

・
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
て

読
書
の
楽
し
さ
を
知
る
き
っ
か

け
を
つ
く
る
。 

・
子
ど
も
が
興
味
を
持
ち
感
動
す

る
本
を
身
近
に
整
え
る
。 

・
家
庭
・
地
域
・
学
校
が
連
携
し
、

読
書
活
動
を
広
げ
読
書
体
験
を

深
め
る
。 

②
家
庭
・
地
域
・
学
校
を
通
じ
社
会

全
体
で
取
り
組
み
の
推
進 

・
家
庭
・
地
域
・
学
校
が
相
互
に

役
割
を
果
た
し
、
子
ど
も
が
読

書
に
親
し
む
機
会
の
充
実
を
図
る
。 

・
学
校
・
図
書
館
・
関
係
諸
機
関

及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が

相
互
に
連
携
し
協
力
を
図
り
な

が
ら
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。 

③
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
意
義
や
重

要
性
に
つ
い
て
広
く
理
解
と
関
心

を
深
め
る
よ
う
な
普
及
・
啓
発
活

動 ・
子
ど
も
に
民
話
等
を
聞
か
せ
た

り
大
人
自
ら
が
読
書
し
た
り
す

る
姿
を
示
し
、
子
ど
も
の
心
を

触
発
し
読
書
意
欲
を
高
め
る
。 

・
子
ど
も
を
取
り
巻
く
大
人
、
と

り
わ
け
保
護
者
・
教
員
・
幼
稚

園
教
諭
や
保
育
士
等
が
読
書
活

動
に
理
解
と
関
心
を
持
つ
。 

●
推
進
の
方
策 

　
【
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
】 

①
家
庭
に
お
い
て
読
書
に
親
し
む
習

慣
の
確
立 

・
親
子
読
書
、
親
も
読
書
、
親
子

で
図
書
館
へ 

②
子
育
て
講
座
等
を
利
用
し
た
読
書

活
動
の
啓
発
（
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
） 

・
保
健
セ
ン
タ
ー
の
親
子
講
座 

・
公
民
館
に
お
け
る
各
種
講
座 

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動 

③
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成 

・
子
ど
も
読
書
の
日
（
４
／
23
） 

・
優
秀
団
体
等
の
顕
彰 

 　
【
市
民
図
書
館
に
お
い
て
】 

①
児
童
図
書
や
児
童
図
書
コ
ー
ナ
ー

の
充
実 

②
児
童
図
書
を
介
し
た
集
会
活
動 

・
親
子
図
書
館
教
室 

③
遠
隔
地
へ
の
図
書
サ
ー
ビ
ス 

・
こ
か
げ
と
し
ょ
か
ん 

・
公
民
館
に
分
室
を
設
置
　 

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及
び
情
報
化

に
よ
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

・
各
種
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

・
図
書
宅
配
サ
ー
ビ
ス 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
検
索
サ
ー

ビ
ス 

⑤
学
習
活
動
・
各
種
研
修
会
の
開
催 

⑥
学
校
図
書
館
と
の
連
携
強
化 

・
学
校
へ
の
図
書
貸
し
出
し
制
度 

・
各
種
体
験
学
習
の
受
け
入
れ 

 

　
【
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
】 

①
読
書
習
慣
の
確
立
と
読
書
指
導
の

充
実 

・
読
書
指
導
計
画
の
充
実 

・
学
校
日
課
に
読
書
の
時
間
を
確

保 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
読
み

聞
か
せ
活
動 

・
学
校
図
書
館
コ
ン
ク
ー
ル
参
加 

・
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
、
読

書
感
想
文
集 

②
教
員
研
修
及
び
意
識
の
高
揚 

・
学
校
図
書
館
協
議
会
の
開
催 

③
幼
稚
園
や
保
育
園
の
読
書
活
動 

・
絵
本
コ
ー
ナ
ー
等
の
設
置 

・
読
み
聞
か
せ
活
動 

④
学
校
図
書
館
の
情
報
化 

⑤
市
民
図
書
館
と
の
連
携
強
化 

⑥
学
校
図
書
館
司
書
教
諭
の
配
置 

⑦
学
校
図
書
館
図
書
整
備
５
カ
年
計

画
に
よ
る
図
書
の
充
実 

 

●
推
進
体
制 

　
　
※
次
頁
推
進
体
制
図
を
参
照 
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子どもの読書活動推進計画 子どもの読書活動推進計画 子どもの読書活動推進計画 

学校代表、保育園・幼稚園代表 
市民図書館代表、市民福祉部代表 

保健センター代表、読書ボランティア代表、 
教育委員会事務局 

・読書習慣の確立と読書指導の
充実 
・研修をもとにした教員の意識
の高揚 
・学習情報センターとしての機
能の充実 
・図書館の情報化の推進 
・市民図書館との連携強化 
・ボランティアによる読み聞か
せの推進 
・子ども読書の日の工夫・充実
　他 

・絵本や読書コーナーの設置 
・ブックスタート 
・各種の読み聞かせ活動 
　（保幼小中一貫教育） 

・学校図書館の計画的な整備 
・各園・学校への指導や連絡調整 
・各種研修会の企画・実施 
・コンクールへの参加指導 
・読書感想文集の発行 
・関係部署との連絡調整 

・児童図書及び児童図書コーナーの充実 
・集会活動の実施（親子図書館教室　他） 
・遠隔地への図書サービス 
　（かこげとしょかん・公民館に分室を設置） 
・ボランティアサービス 
・インターネット検索サービス　他 

・ボランティアグループ 
　（退公連ボランティア） 
　（PTA母親委員会） 
　（読書サークル） 
　（小・中学生） 
　（市女性部） 
　　による読み聞かせ　他 ・子育て講座等の機会を利用した読書活動の啓発 

・子育て支援センターでの活動 
・ブックスタート 

読書活動推進委員会 

市　民 

図書館 

学　校 

保育園 

幼稚園 

教育委員会 

教育研究所 

ボランティア 

団　体 

福祉課 
保健 
センター 

瑞浪市子どもの読書活動推進体制 

瑞浪市役所　1 68-21113



みんなの広場みんなの広場みんなの広場

研
修
で
の
成
果
を
報
告 

姫
宮
行
列
輿
収
納
庫
が
完
成 

「
家
を
地
震
か
ら
守
ろ
う
講
座
」 

屏
風
山
縦
走
登
山 

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座 

・
定
　
員
　
32
人
　
※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴 

・
参
加
費
　
無
　
　
料 

・
申
込
み
　
10
月
５
日
か
ら
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
へ

電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
も
し
く
は
同
館
で
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
（
先
着
順
） 

◎
問
合
せ
　
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
　
1
６
６‐１
１
５
１ 

　
　
　
　
　
　
　E-m

ail

　sciencew
@
astec-gifu.jp

　
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
で
は
、
地
震
の
伝
わ
り
方
や

建
物
の
揺
れ
方
な
ど
、
自
分
で
作
っ
た
家
の
模
型
を
使
っ

て
実
験
す
る
、
実
験
工
作
講
座
を
開
催
し
ま
す
。 

　
土
岐
町
大
草
か
ら
屏
風
山
頂
を
へ
て
恵
那
市
三
郷
町

椋
実
の
寿
老
の
滝
ま
で
西
か
ら
東
へ
約
７
㎞
を
踏
破
し
ま

す
。途
中
、黒
の
田
東
湿
地
の
花
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。 

・
集
合
場
所
　
稲
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー 

・
参

加

費
　
500
円
　
・
持
ち
物
　
弁
当
・
水
筒
な
ど 

・
申
込
締
切
　
９
月
21
日（
火
） 

◎
申
込
・
問
合
せ
　
稲
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
６
８
‐
３
２
０
１ 

・
日
　
時
　
９
月
26
日（
日
）
　
10
時
30
分
〜
15
時 

・
場
　
所
　
ハ
ー
ト
ピ
ア
２
階
　
介
護
者
教
室 

・
内
　
容
　
講
演「
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に
」 

　
　
　
　
　
非
常
時
の
食
事
体
験 

　
　
　
　
　
演
習「
地
域
で
出
来
る
防
災
活
動
」な
ど 

・
対
象
者
　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
方 

　
　
　
　
　
自
主
防
災
会
、福
祉
活
動
者
等
地
域
の
協
力
者 

・
定
　
員
　
60
人
　
・
参
加
費
　
無
　
料 

・
締
　
切
　
９
月
24
日（
金
） 

◎
申
込
・
問
合
せ
　
社
会
福
祉
協
議
会
1
６
８‐４
１
４
８ 

９
月
23
日（
木
）　
９
時
集
合（
雨
天
中
止
） 

11
月
28
日（
日
）   

場
所 

サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド 

　
瑞
浪
市
中
学
生
海
外
研
修
派
遣
団
と
し
て
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
を
訪
問
し
て
い
た
生
徒
16
人
が
８
月
24
日
、
市

役
所
で
帰
国
報
告
会
を
行
い
、
現
地
で
の
体
験
な
ど
を

発
表
し
ま
し
た
。 

　
海
外
研
修
派
遣
に
は
、
市
内
の
中
学
生
16
人
が
参
加

し
、
シ
ド
ニ
ー
を
中
心
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
な
ど
、

海
外
の
文
化
や
歴
史
を
学
び
、
現
地
の
人
と
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。 

　
報
告
会
で
は
、
　
嶋
市
長
が
「
出
発
前
は
戸
惑
い
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
素
晴
ら
し
い
経
験
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
派
遣
団
員
一
人
ひ
と

り
が
「
英
語
ば
か
り
で
戸
惑
っ
た
が
、
多
く
の
人
と
の

交
流
が
で
き
た
」
「
今
回
の
経
験
は
自
分
の
宝
物
に
な
っ

た
」
な
ど
、
自
信
に
満
ち
た
表
情
で
報
告
を
行
い
ま
し

た
。 

　
８
月
26
日
、
日
吉
町
で
「
姫
宮
行
列
輿
収
納
庫
」
が

完
成
し
、
そ
の
落
成
式
が
　
嶋
市
長
や
地
元
関
係
者
約

30
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
同
収
納
庫
は
、
自
治
宝
く
じ
助
成
を
受
け
、
今
年
７

月
か
ら
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
収
納
庫
に
は
、
輿
７
台
や
籠
、
衣
装
、
道
具
類
が
収

納
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
物
は
日
吉
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
（
大
竹
孝
司
会
長
）
の
メ
ン
バ
ー
が
地
域
住
民
の

協
力
を
得
て
、
全
て
手
づ
く
り
で
制
作
し
た
も
の
で
す
。 

　
姫
宮
行
列
は
、
「
美
濃
源
氏
七
夕
ま
つ
り
」
や
、
昨

年
度
東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
江
戸
開
府
400
年
祭
」
に
参

加
し
、
今
年
も

「
大
湫
宿
開
宿

400
年
事
業
」
で

披
露
さ
れ
ま
す
。 

　
落
成
式
で
は

　
嶋
市
長
が
「
今

回
の
事
業
は
市

と
住
民
が
協
働

し
て
行
っ
た
素

晴
ら
し
い
事
業

で
す
。
収
納
庫

は
み
な
さ
ん
の

宝
物
で
あ
り
、

地
域
の
文
化
伝

統
を
守
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切

で
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。 

4平成16年９月15日



みんなの広場みんなの広場

中
京
高
校
が
天
皇
杯
初
出
場 

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
準
優
勝
を
報
告 

災
害
時
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成 

陶
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
移
転
の
お
知
ら
せ 

陶児童館 

松本直也ちゃん 
（３歳） 
陶町水上 

土本眞菜香ちゃん 
（３歳） 
陶町水上 

なおや ま　な　か 

　
９
月
３
日
、
８
月
に
島
根
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会
剣
道
女
子
の
部
団
体
で
準
優
勝

に
輝
い
た
、
中
京
高
校
剣
道
部
の
多
和
田
麻
由
主
将
と

樋
口
仁
美
選
手
ら
が
市
役
所
を
訪
れ
、
　
嶋
市
長
に
準

優
勝
の
報
告
を
し
ま
し
た
。 

　
多
和
田
、
樋
口
の
両
選
手

は
「
日
本
一
を
目
指
し
て
み

ん
な
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
力
を
出
し
切
っ

て
の
準
優
勝
に
満
足
し
て
い

ま
す
。
10
月
の
国
体
で
は
日

本
一
に
な
り
た
い
で
す
」
と

喜
び
を
語
る
と
、
　
嶋
市
長

が
「
全
国
で
の
準
優
勝
は
大

変
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

国
体
で
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
選
手
ら
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。 

　
９
月
24
日
か
ら
、
新
陶
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

の
完
成
に
伴
い
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所

を
移
転
し
ま
す
。 

　
場
所
は
、
産
業
セ
ン
タ
ー

の
跡
地
で
す
。 

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
公
民
館
の
利
用
は

10
月
１
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。 

　
８
月
29
日
に
岐
阜
市
で
行
わ
れ
た
、
サ
ッ
カ
ー
の
第

９
回
岐
阜
県
選
手
権
大
会
で
優
勝
し
、
第
84
回
天
皇
杯

全
日
本
選
手
権
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
、
中
京
高
校
サ
ッ

カ
ー
部
の
選
手
ら
が
９
月
３
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
天

皇
杯
で
の
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
訪
れ
た
の
は
、
同
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
森
友
也

主
将
や
福
留
直
人
監
督
ら
５
人
で
、
森
主
将
は
「
ず
ば

抜
け
た
ス
タ
ー
選
手
は
い
な
い
が
、
全
員
サ
ッ
カ
ー
で

頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
岐
阜
県
、
瑞
浪
市
の
代
表
と
し

て
い
い
ゲ
ー
ム
を
し
て
き
た
い
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」
と
活
躍
を
誓
う
と
、
　
嶋
市
長
は
「
社
会

人
や
、
大
学
生

の
チ
ー
ム
が
い

る
大
会
で
の
優

勝
は
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
す
。

大
会
で
は
是
非

頑
張
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
」
と

天
皇
杯
出
場
に

エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。 

　
中
京
高
校
は
、

９
月
23
日
に
長

良
川
球
技
メ
ド

ウ
で
新
潟
県
代

表
と
１
回
戦
を

戦
い
ま
す
。 

　
８
月
29
日
、
土
岐
小
学
校
で
「
土
岐
地
区
自
主
防
災

組
織
リ
ー
ダ
ー
養
成
防
災
訓
練
」
が
行
わ
れ
、
地
元
住

民
ら
約
600
人
が
参
加
し
て
実
践
的
な
訓
練
に
取
り
組
み

ま
し
た
。 

　
同
訓
練
は
、
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
の
た

め
の
実
践
型
訓
練

を
体
験
し
、
リ
ー

ダ
ー
づ
く
り
と
地

域
防
災
力
の
向
上

を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
ら
は
、

応
急
手
当
の
仕
方

や
、
初
期
消
火
訓

練
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

な
ど
を
真
剣
に
取

り
組
み
、
自
主
防

災
意
識
を
高
め
て

い
ま
し
た
。 

瑞浪市役所　1 68-21115
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総合文化センター ４日、12日、13日、18日、25日
市民図書館 ４日、12日、13日、18日、25～28日
市民体育館 ５日、12日、13日、19日、26日
化石博物館
陶磁資料館
市之瀬記念美術館 ４日、12日、13日、18日、25日
地球回廊
自然ふれあい館
サイエンスワールド ４日、12日、13日、18日、25日
文化会館 ７日、14日、21日、28日

第 

　
回 

南
垣
外
の
麿
崖
仏 

24

【
シ
リ
ー
ズ
　
瑞
浪
市
の
文
化
財
】 

【
シ
リ
ー
ズ
　
瑞
浪
市
の
文
化
財
】 

「
狛
　
犬
」 

瑞
浪
陶
磁
資
料
館
特
別
展 

中
学
生
海
外
派
遣

中
学
生
海
外
派
遣 
中
学
生
海
外
派
遣

中
学
生
海
外
派
遣 
中
学
生
海
外
派
遣 

新
た
な
挑
戦
・
そ
し
て
大
き
な
成
長

新
た
な
挑
戦
・
そ
し
て
大
き
な
成
長 
新
た
な
挑
戦
・
そ
し
て
大
き
な
成
長 

　
中
学
生
海
外
派
遣
は
、
瑞
浪
の
未

来
を
担
う
人
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

豊
か
な
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
た
生

徒
を
育
て
る
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
は
、
16
人
の
中
学
生
が
３
人

の
引
率
者
と
共
に
、
８
月
10
日
〜
17

日
の
日
程
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ

ド
ニ
ー
で
研
修
し
ま
し
た
。
「Challenge  

and G
row
 

〜 

新
た
な
挑
戦
・
そ
し
て

大
き
な
成
長
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

生
徒
達
は
牧
場
で
の
体
験
学
習
、
学

校
訪
問
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
市
内
研

修
等
、
充
実
し
た
８
日
間
を
過
ご
し

て
き
ま
し
た
。 

　
特
に
、
４
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

は
ど
の
生
徒
に
と
っ
て
も
挑
戦
の
連

続
で
あ
り
、
ま
た
感
動
的
な
日
々
で

し
た
。 

「
一
生
懸
命
に
話
す
こ
と
が
大
切
だ

と
実
感
で
き
た
」
「
自
分
の
意
思
が

伝
わ
っ
た
よ
う
で
嬉
し
か
っ
た
」
等
、

自
分
か
ら
挑
戦
で
き
た
喜
び
な
ど
を

体
感
で
き
た
一
人
ひ
と
り
で
し
た
。

さ
ら
に
「
笑
顔
と
思
い
や
り
」
「
は
っ

き
り
と
し
た
意
思
表
示
」
等
、
人
と

の
関
わ
り
合
い
で
大
切
な
姿
勢
や
、
「
自

分
の
成
長
の
た
め
に
挑
戦
す
る
」
と
い
っ

た
、
生
徒
達
の
今
後
の
生
き
方
の
指

針
と
な
る
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
研
修
で
し
た
。 

　
麿
崖
仏（
ま
が
い
ぶ
つ
）と
は
岩
山
の

崖
や
自
然
石
に
浮
彫
り
や
線
彫
り
な
ど

で
仏
像
を
彫
っ
た
も
の
で
す
。
中
国
や

イ
ン
ド
、
タ
イ
な
ど
の
石
窟（
せ
っ
く

つ
）寺
院
と
共
に
広
く
発
達
し
、
平
安

時
代
頃
に
日
本
へ
伝
わ
り
、
鎌
倉
時
代

に
は
庶
民
信
仰
の
対
象
と
し
て
広
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。 

　
日
吉
町
南
垣
外
の
麿
崖
仏
は
、
田
ん

ぼ
の
脇
に
あ
る
自
然
石
に
、
全
長
197
㎝
、

肩
幅
58
㎝
の
地
蔵
菩
薩
が
線
彫
り
で
彫

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
刻
銘
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
手
法
か
ら
室
町
時
代
の
も
の

と
考
え
ら
れ
、
日
照
が
続
い
た
と
き
に

は
雨
乞
い
の
祈
願
を
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。 

　
神
社
の
社
頭
、
鳥
居
の
前
後
に
は
辺

り
を
睨
む
よ
う
に
座
す
一
対
の
霊
獣
、

狛
犬
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
狛
犬
、

石
造
り
の
も
の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、

他
に
も
木
彫
、
金
属
製
、
陶
磁
製
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。 

　
今
回
の
特
別
展
で
は
、
東
濃
地
域
と

そ
の
周
辺
に
伝
わ
る
紀
年
銘
を
も
っ
た

陶
磁
製
の
狛
犬
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

美
濃
や
尾
張
に
伝
わ
る
陶
磁
製
の
狛
犬

は
、
地
域
性
を
物
語
る
貴
重
な
遺
産
で

あ
り
、
地
域
の
歴
史
を
知
る
上
で
重
要

な
資
料
と
い
え
ま
す
。
美
濃
焼
と
い
う

古
来
よ
り
連
綿
と
続
く
や
き
も
の
づ
く

り
の
中
、
神
へ
の
奉
納
の
か
た
ち
と
し

て
造
ら
れ
た
狛
犬
を
一
覧
で
き
る
機
会

で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。 

・
会
　
期
　
11
月
28
日（
日
）ま
で 

◎
問
合
せ
　
瑞
浪
陶
磁
資
料
館 

　
　
　
　
　
　
　
1
６
７
‐
２
５
０
６ 

生涯学習施設　10月の休館日生涯学習施設　10月の休館日生涯学習施設　10月の休館日生涯学習施設　10月の休館日生涯学習施設　10月の休館日生涯学習施設　10月の休館日生涯学習施設　10月の休館日生涯学習施設　10月の休館日生涯学習施設　10月の休館日生涯学習施設　10月の休館日生涯学習施設　10月の休館日生涯学習施設　10月の休館日生涯学習施設　10月の休館日生涯学習施設　10月の休館日生涯学習施設　10月の休館日生涯学習施設　10月の休館日生涯学習施設　10月の休館日
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近
年
、
婦
人
会
員
が
減
少
し
、
女

性
も
働
き
に
出
る
方
が
多
く
な
り
、

隣
の
人
で
さ
え
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

も
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
６
年
５
月
に
、
各

戸
１
名
の
会
員
で
「
さ
つ
き
会
」
を

結
成
し
ま
し
た
。
30
代
か
ら
60
代
の

女
性
会
員
33
人
が
年
２
回
の
親
睦
会

を
行
い
、
年
配
者
は
若
い
人
の
活
力

を
貰
い
お
互
い
に
知
恵
袋
を
ふ
く
ら

ま
せ
て
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

３
年
前
、
釜
戸
町
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
が
発
足
し
て
、
ド
ラ
ゴ
ン

広
場
の
花
の
手
入
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
募
集
が
あ
り
、
本
会
の
数
人
が
応

募
し
て
活
躍
し
た
の
を
機
に
、
花
づ

く
り
を
始
め
ま
し
た
。

春
光
院
や
陶
生
苑
へ
も
出
向
い
て

草
取
り
奉
仕
を
し
て
お
り
ま
す
。

「
釜
戸
町
門
口
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

が
始
ま
り
ま
し
た
の
で
、
私
達
は
県

道
沿
い
の
休
耕
田
を
借
り
て
花
壇
を

造
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
種
蒔
き
、

苗
植
え
、
草
取
り
や
、
咲
き
誇
る
花

を
介
し
て
、
道
行
く
方
々
や
登
下
校

の
子
ど
も
達
と
声
を
掛
け
合
い
、
作

業
を
し
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

去
年
は
、
環
境
浄
化
に
良
い
と
さ

れ
る
ケ
ナ
フ
が
30
本
ほ
ど
大
き
く
育

ち
ま
し
た
の
で
、
秋
に
は
根
元
か
ら

切
っ
て
杖
を
作
り
、
地
域
の
年
配
者

に
贈
り
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
散
歩
す
る

会
員
も
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
際
に

は
ご
み
袋
を
持
参
し
、
空
き
缶
や
ご

み
を
拾
い
、
環
境
に
目
配
り
し
な
が

ら
歩
い
て
い
ま
す
。

今
回
、
生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー

プ
の
指
定
を
い
た
だ
き
、
地
域
の
環

境
美
化
と
住
み
よ
い
町
づ
く
り
、
人

と
人
と
の
繋
が
り
を
大
事
に
し
て
、

益
々
大
き
な
輪
が
で
き
る
よ
う
が
ん

ば
り
ま
す
。

地
域
と
と
も
に
歩
む
学
校
 

今
学
校
学
校
で
は
 

今
学
校
学
校
で
は
 

今
学
校
学
校
で
は
 

今
学
校
で
は
 日

吉
中
学
校
 

「
心
が
な
ご
み
ま
す
ね
」
と
、
多
く

の
来
校
者
に
語
っ
て
い
た
だ
け
る
歴
史

あ
る
木
造
校
舎
で
す
が
、
老
朽
化
に
と

も
な
い
、
新
校
舎
の
建
築
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
し
い
校
舎
に
な

っ
て
も
伝
統
と
し
て
残
し
て
い
き
た
い

二
つ
の
行
事
を
紹
介
し
ま
す
。

①
寿
大
学
と
の
交
流

新
緑
の
５
月
、
毎
年
１
年
生
は
、
日

吉
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
に
出
か
け
ま

す
。
寿
大
学
の
方
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受

け
な
が
ら
36
ホ
ー
ル
を
回
り
ま
す
。
孫

の
世
代
と
の
交
流
な
の
で
、「
○
○
の

家
の
子
か
」
と
い
う
会
話
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
合
唱
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
み
ん
な
で
食
べ
た
り

し
て
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
す
。

交
流
は
３
学
期
ま
で
続
き
ま
す
。

②
小
・
中
合
同
で
行
わ
れ
る地

区
懇
談
会

毎
年
１
回
、
各
地
区
に
分
か
れ
、
子

ど
も
を
ど
う
育
て
る
か
を
話
し
合
い
ま

す
。
小
・
中
学
校
の
保
護
者
、
区
長
、

民
生
委
員
、
職
員
な
ど
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
す
。
保
護
者
同
士
意
見
を
交
換

し
た
り
、
民
生
委
員
の
方
か
ら
意
見
を

い
た
だ
い
た
り
し
、
と
き
に
は
、
若
い

保
護
者
が
年
配
の
方
か
ら
激
励
を
受
け

る
場
面
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
教
育
力

を
高
め
る
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ

H16
釜
戸
町
は
花
い
っ
ぱ
い

公
文
垣
内
さ
つ
き
会

代
表
　
林
　
や
す
子
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10月の移動図書館 
こ　ま　ど　り　号こ　ま　ど　り　号 こ　ま　ど　り　号こ　ま　ど　り　号 こ　ま　ど　り　号 

ミ
ニ
展
の
ご
案
内 

図書館だより 168-5529

―
新
撰
組

―
新
撰
組
ゆ
か
り
の
地
の
地
を
た
ず
ね
て
―
て
― 

市
民
文
学
散
歩

市
民
文
学
散
歩 

―
新
撰
組
ゆ
か
り
の
地
を
た
ず
ね
て
― 

市
民
文
学
散
歩 

古
文
書
講
座 

受
講
生
募
集 

敬
老
の
日

敬
老
の
日 

　
本
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　
本
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か 

敬
老
の
日

敬
老
の
日 

　
本
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　
本
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か 

敬
老
の
日 

　
本
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か 

館内整理と傷んでいる本の補修のため休館します。
ご迷惑をおかけしますがご協力をお願いします。 

　
三
百
年
前
の
覚
書
。
毛
筆
で
書
か
れ
た
当
時
の

文
字
を
パ
ズ
ル
を
解
く
よ
う
に
読
み
取
り
、
往
事

の
生
活
を
解
読
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

　
古
文
書
に
興
味
の
あ
る
方
、
こ
れ
か
ら
勉
強
し

て
み
た
い
み
な
さ
ん
。
初
心
者
を
対
象
に
左
記
の

と
お
り
古
文
書
講
座
を
開
講
し
ま
す
。 

・
講
座
日
　
毎
月
第
一
・
三
火
曜
日 

　
　
　
　
　
13
時
30
分
よ
り
（
10
月
よ
り
開
講
） 

・
会
　
場
　
市
民
図
書
館
集
会
室 

・
会
　
費
　
無
　
料 

・
申
　
込
　
10
月
３
日
ま
で
に
図
書
館
に
申
し
込 

ん
で
く
だ
さ
い
。 

　
今
年
の
文
学
散
歩
は
、
大
河
ド
ラ
マ
新
撰
組
ゆ

か
り
の
地
を
訪
ね
ま
す
。
深
ま
る
京
都
の
秋
、
現

地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
で
壬
生
寺
、

八
木
邸
等
の
散
策
で
す
。
申
し
込
み
は
市
内
農
協

各
支
店
の
「
文
学
散
歩
会
費
納
付
書
」
に
よ
り
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
お
早
め
の
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

・
期
　
日
　
11
月
25
日（
木
） 

・
行
き
先
　
京
都
市 

・
会
　
費
　
６
５
０
０
円 

・
定
　
員
　
80
人 

・
申
　
込
　
会
費
納
付
書
に
よ
り 

・
締
　
切
　
11
月
５
日（
金
） 

　
秋
の
夜
長
。
好
き
な
本
と
時
間
を
共
に
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。 

　
「
本
を
読
む
と
若
く
な
る
」
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
読
書
は
心
の
栄
養
源
。
脳
の
活
性
化
、

思
考
力
を
活
発
に
し
て
く
れ
ま
す
。
毎
日
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
も
大
切
で
す
が
生
活
の
中
に
読
書
の
時

間
を
含
め
て
は
ど
う
で
す
か
。 

　
小
さ
い
字
は
読
み
づ
ら
い
と
い
う
方
は
、
大

活
字
本
や
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
図
書
館
で
は
敬
老
の
日
に
お
す
す
め
の
本

も
用
意
し
て
い
ま
す
。
カ
ウ
ン
タ
ー
の
係
員
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

時　　間 ステーション 巡回日 
15：30～16：20 
16：30～16：50 
15：30～15：50 
16：00～16：20 
16：30～16：50 
15：30～16：00 
16：10～16：30 
15：30～16：00 
16：10～16：30 
13：30～14：00 
14：20～14：50 
15：00～15：20 
15：30～16：00

日吉コミュニティーセンター 
月　吉 
半　原 
鶴　城 
名　滝 
小　里 
萩　原 
棚田山 
羽　広 
明賀台 
白　倉 
細久手 
深　沢 

８日（金）
 

 
 

14日（木） 
 

19日（火） 
 

21日（木） 
 
 

23日（土） 

整理休館日のお知らせ 

10月26日（火）～28日（木） 

募集 

　
陶
技
学
園
み
ず
な
み
荘
は
、
知
的

障
害
及
び
、
身
体
的
な
障
害
を
持
つ
方
々

が
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
支
援
や
訓

練
を
受
け
、
自
立
で
き
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
知
的
障
害
者
更
生
施
設
で
す
。 

　
今
回
は
、
利
用
者
さ
ん
の
作
ら
れ
た
、

鮮
や
か
な
デ
ザ
イ
ン
の
ビ
ー
ズ
製
品
、

動
物
パ
ズ
ル
の
木
工
製
品
、
季
節
ご

と
の
風
景
が
描
か
れ
た
絵
は
が
き
、

空
き
び
ん
を
利
用
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ボ

ト
ル
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。 

陶
技
学
園
展 

〜
楽
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
〜 

10
月
５
日（
火
）〜
10
月
31
日（
日
） 

8平成16年９月15日



市制50周年 
記念事業 瑞浪市クラシックカーフェスティバル 瑞浪市クラシックカーフェスティバル 瑞浪市クラシックカーフェスティバル 

10月10日（日）10時～15時30分　瑞浪市民公園 
瑞浪市民公園に往年の名車が大集結 

陶磁器会館 

東濃 
厚生 
病院 

市役所 

JA瑞浪橋 

竜門橋 

土岐橋 

コンビニ 

消
防
署 

至土岐 

中央自動車道 

至恵那 

至
恵
那 

至
土
岐 

瑞浪駅 

会場（いこいの広場） 

旧国道19号線 

国道19号線 

至駄知 至明智 

土
岐
川 

JR中央線 

総合文化総合文化 
センタンター 
総合文化 
センター 

往路 復路 

瑞浪 
I.C

　瑞浪市発展の基盤として、東西文化交流の大切な役割を果
たしてきた自動車をテーマに、全国から募集した1979年（昭
和 54年）までに生産された三輪および四輪の国産車、外国
車約180台を一同に展示します。 

　瑞浪駅前発→市民公園行きは10時から15時 30分まで、市民公園発→瑞浪駅前行きは10時15分から15時 45分までの間、
30分間隔にて運行します。 
　当日は周辺駐車場の混雑が予想されますので、瑞浪市駅北駐車場（3時間無料）及びコミュニティバスをご利用下さい。 

◎会場内スタンプラリー　（9：00～15：00） 
　会場内及び周辺施設で設置されたポイントすべてのスタンプを集められた方に景品をプレゼント。 

◎あなたの顔でジグソーパズル　（10：00～15：00） 
　クラシックカーに乗ったあなたの写真をその場でジグソーパズルにして差し上げます。 

◎まが玉つくり（先着各20人） 
　　第１回　10：30～　第２回　13：30～ 

◎恐竜模型作り（先着各60人） 
　　第１回　11：00～　第２回　14：00～ 

◎ビンゴ大会 
　詳細につきましては当日会場にて発表 

◎動く・飛ぶ　実験工作大特集（会場：サイエンスワールド） 
クラシックカーフェスティバルに併せてサイエンスワールドでは“動く・飛ぶ”をテーマにして、楽しい
実験、工作を行ないます。この日限りの限定企画も登場します。 

◎市民公園４館無料開放 
　化石博物館、地球回廊、市ノ瀬廣太記念美術館、陶磁資料館の４館を一日無料開放します。 

◎市街地パレード 
　12時から 13時までの１時間、地図に
示したコース約９㎞のコースをパレード
します。また、閉会式が終了する 15時
30 分以降にも瑞浪駅前を参加車両が通
過します。 
　皆さん、是非沿道に出て往年の名車を
ご覧ください。 
 
雨天決行 
※雨天の場合イベント内容が変更となる
場合があります。 
 
◎問合せ　商工課　1内線481・499

コミュニティバス（46人乗り）臨時便 （運賃　大人100円　中学生以下無料） 

瑞浪市役所　1 68-21119



医療現場から離れてみえる歯科衛生士さんの再就
職を目的に、最新の知識・技術を提供し、再び歯科
医療現場に復帰していただくための研修会を開催し
ます。
・日　時 10月21日（木）12時30分～15時30分
・会　場 多治見市産業文化センター
・内　容 歯周病のメンテナンス、歯科衛生士によ

る訪問口腔ケア、最近のトピックス、歯
科衛生士事情

・受講料 無料
◎申込・問合せ 岐阜県歯科医師会

1058-274-6116 担当：桑原、山下

【市制50周年記念　瑞浪の文化財展】
「人形浄瑠璃と歌舞伎」

市内に残る文化財の半原あやつり人形浄瑠璃の資
料（岐阜県文化財）と美濃歌舞伎衣装（瑞浪市文化
財）を一堂に集めて展示します。
・期　日 ９月19日（日）～10月３日（日）

（休館日９月21日、28日）
※関連イベント講演会「江戸庶民の娯楽」（無料）

９月19日（日）13時30分
・会　場 ミュージアム中仙道
・入館料 大人500円、子ども300円

（常設展もご覧いただけます）
【草原の風コンサート】
「モンゴルの若き演奏家と仲間たち」

・日　時 10月９日（土）18時30分
・演奏者 ボウジンゾン（歌唱）、ジリンバィヤラ（笛子）

シュシンケン（二胡）、市橋あゆみ（ピアノ）
・会　場 ミュージアム中仙道
・入場料 3,500円（全自由席）

モンゴルのお菓子とお茶付
◎問合せ ミュージアム中仙道　168-0505

◆高齢者の交通事故を防止する。

◆夕暮れ時と夜間の交通事故防止対策を推進する。

◆シートベルトとチャイルドシートの正しい着用を

徹底する。

10平成16年９月15日

核燃料サイクル開発機構東濃地科学センターで
は、高レベル放射性廃棄物の地層処分技術に関する
研究開発として、超深地層研究計画をはじめとする
深地層の科学的研究（地層科学研究）を行っています。
今回、国外の深地層の研究施設も含めて情報・意

見交換を行うための、国際会議を開催します。
・日　　時 10月21日（木）13時～17時30分

10月22日（金）９時30分～14時30分
・瑞浪超深地層研究所の現場見学（希望者のみ）

10月22日（金）15時～15時45分
・場　　所 総合文化センター　講　堂
・募集人数 100人（入場無料）
・主　　催 核燃料サイクル開発機構東濃地科学センター
・申　　込 10月１日（金）までにハガキ、ＦＡＸ、
またはEメールに住所・氏名・電話番号並びに現
場見学希望の有無をご記入のうえ、下記までお送
り下さい。

◎問合せ 〒509-6132 瑞浪市明世町山野内1-63
瑞浪超深地層研究所　研究情報化グループ　花室
166-2233 FAX66-2234
Eメール　kokankai@tono.jnc.go.jp

福祉の仕事に就きたい、福祉の仕事に関心がある
方を対象に、職種、業務内容についての相談や、求
人情報の提供、資格取得についての説明などを行い
ます。多数の方のご来場をお待ちしています。
・日　時 10月16日（土）13時～16時
・会　場 多治見市文化会館　大会議室
・参加費 無料
◎問合せ 岐阜県福祉人材・研修センター

1058-276-2510

・日　時 10月20日（水）14時～15時30分
・会　場 保健センター
・内　容 講話及び座談会

「アトピー性皮膚炎の正しい知識について」
・講　師 とよた小児科クリニック　豊田桃三先生
・参加費 無料　　・定　員 20人
（※アトピー性皮膚炎及び疑いのある乳幼児の保護者）
・締　切 10月12日（火）までに、下記まで電話で

申し込んでください。（先着順）
◎申込・問合せ 岐阜県東濃地域保健所健康増進課

123-1111 内線363

秋の全国交通安全運動

9月21日（火）～30日（木）
「地域ぐるみで守ろう、お年寄りとこども」

瑞浪地層科学研究国際会議'04の開催

「福祉の仕事ガイダンス」

ミュージアム中仙道からの催しものご案内

アトピー教室ご案内

在宅（非就業）歯科衛生士研修会
～みんながあなたの力を必要としています～



瑞浪市役所　1 68-211111

・場　所 総合文化センター　第２研修室
・相談員 多治見社会保険事務所職員
年金全般にわたる相談を行います。（年金額の相

談は事前にご連絡下さい）なお、保険料の納付およ
び納付相談も行います。
◎問合せ 保険年金課　年金係　1内線108

農業委員会では、農地を持っていない方にレクリ
エーション目的で、小面積の農地を利用して野菜や
花などを育てる農園を市内に、25カ所開園していま
す。今回、次の農園を新に開園しますので入園希望
者の募集をします。
・場　　所 ①須野志町１丁目地内（３区画）

②北小田町２丁目地内（５区画）
・入 園 料 年間1,500円
・申込期限 ９月30日（木）応募多数の場合は抽選
◎申込・問合せ 農業委員会　1内線471

・採用予定職種・資格等
福寿荘デイサービスセンター介護員　１人
（ホームヘルパー養成研修２級課程修了及び普通
自動車免許証を有する者）
・試験内容 書類審査・面接
・応募締切 ９月24日（金）
・採用期間 平成16年10月５日から

平成17年３月31日まで（継続可能）
◎問合せ 社会福祉協議会　168-4148

市内においてコイヘルペスウイルス（KHV）病が
発生しました。この病気に関してご理解をいただき、
まん延防止のためにご協力ください。
①コイヘルペスウイルス病は人には感染しません。
この病気はマゴイ・ニシキゴイのみに発生する病
気であり、人が触れたり食べたりしても感染しま
せん。
②コイの移動を自粛してください。
現時点において、この病気の予防・治療薬はあり
ません。したがって、まん延防止のためコイの移
動を自粛してください。
③コイの大量死などを見つけたら、速やかに下記ま
で通報をお願いします。
◎問合せ 農林課　1内線475

東濃地域農林商工事務所農林振興課　
123-1111 内線220

市内在住で、60歳以上の健康で働ける方、自分の
体力、能力、希望に応じて働くことができます。
・職　種 剪定、草刈、草取り、清掃、運転手、配

達、襖・障子はり等
・入会説明会 毎月第２月曜日　13時30分～

ハートピア２階会議室
◎問合せ （社）シルバー人材センター　168-8744

＜司法書士無料法律相談会＞

・日　　時 10月９日（土）10時～16時
・場　　所 多治見市文化会館
・相談内容 法律、登記に関する相談一般
◎問 合 せ 岐阜県司法書士会東濃支部

加藤・柳生事務所　125-4102
＜行政書士無料相談会＞

・日　　時 10月10日（日）10時～16時
・場　　所 多治見美濃焼卸センター
・相談内容 建設業許可申請、国有地払下申請、農
地法許可申請、車庫証明等許認可にかかわる相談

◎問 合 せ 岐阜県行政書士会東濃支部
古橋時子　127-3504

＜無料法律相談＞

・日　　時 10月７日（木）10時30分～15時
・場　　所 マーサ21 ４階マーサホール

（岐阜市正木1599番地）
・相談内容 相続、夫婦・親子関係、土地・建物、

貸金関係等
・相 談 員 弁護士、裁判所職員、法務局職員
◎問 合 せ 岐阜家庭裁判所事務局総務課

1058-262-5121

・期　日 10月22日（金）
集合時間　８時20分（東濃西部総合庁舎）

・行き先 フェザーミュージアム（関市）、牧歌の里
（郡上市）他

・定　員 40人（希望者多数の場合は抽選）
・費　用 バス代のみ無料（入園料･昼食代等は参

加者負担）
・申込方法 ９月27日（月）（当日消印有効）までに、
往復ハガキに住所・氏名・年齢・電話番号を記入
し下記まで。ハガキ１枚で２名まで申込可。

◎申込・問合せ 〒507-8708 多治見市上野町5-68-1
東濃地域農林商工事務所　産業労働課
123-1111 内線218

圏域間交流バス参加者募集

10月１日の「法の日・土地の日」に因んだ
各種相談会のご案内

国民年金相談

レクリエーション農園入園者募集

瑞浪市社会福祉協議会臨時職員募集

コイヘルペスウイルスのまん延防止に協力を

９月29日（水）13時～17時

シルバー会員になって働いてみませんか



健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  
ヘルスインフォメーション　保健センター　1６７－２７００ 

広報みずなみ  発行／瑞浪市  〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町1丁目1番地  168-2111  http://www.city.mizunami.gifu.jp/index.html

新 首 都  

「東京から東濃へ」 

2004年9月1日現在（カッコ内は前月比）人口＝42,258（－20）世帯数＝14,231（＋7） 

ポリオ予防接種 

精神保健相談・老人性痴ほう症相談 

第30回瑞浪市健康まつり 

アトピー性皮膚炎でお悩みの方へ 
アトピー教室参加者募集 

乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞ 

健診・相談名 実　施　日 受付時間 対　象　者 持　ち　物 

９時～11時 

12時30分開始 

母子健康手帳 

母子健康手帳 

６ヵ月児健康相談  
及 び 離 乳 食 教 室  

１歳６ヵ月児健康診査  
※健診終了後希望者
に歯みがき教室を実
施します 

９時30分 
　　～９時45分 

第1子13時集合 
第2子以上13時45分 
　　　　～14時15分 

13時30分開始 

母子健康手帳 
タオル・コップ 
※保護者の歯科健診を 
　同時に実施します。 

平成16年５月生まれ 

平成15年３月１日～ 
　　　 ３月15日生まれ 

平成15年３月16日～ 
　　　３月31日生まれ 

９月28日（火） 

母子健康手帳 
お茶 

母子健康手帳 
タオル・コップ 

4 ヵ 月児健康診査  

中期・後期離乳食教室 

１歳児すくすく教室 

平成16年２月生まれ 10月 ５日（火） 

15時開始 ６歳臼歯ムシ歯予防教室 平成10年９月生まれ ９月29日（水） 

母子健康手帳 平成16年４月生まれ 10月 ５日（火） 

９時50分～10時 
（終了は11時30分） 平成15年９月生まれ ９月30日（木） 

母子健康手帳 
歯ブラシ・コップ 

２歳児はみがき教室 平成14年９月生まれ ９月27日（月） 

４歳児はみがき教室 平成12年９月生まれ 
９月28日（火） 

４歳６ヵ月児はみがき教室 平成12年３月生まれ 

10月 １日（金） 

10月 ８日（金） 

10月12日（火） ◆受付時間　13時～14時 ◆場　　所　保健センター 

◆時間　13時30分～15時 
◆場所　保健センター 

担　当　精神科医師・精神保健相談員 
内　容　イライラする、気分が沈む、痴呆等 
＊電話等で予約が必要です。 
＊秘密は厳守します。 

対象者〈初回〉平成16年２月～平成16年６月生まれ　 
　　　〈追加〉平成15年７月～平成16年１月生まれ　 
＊満７歳半（90カ月）未満でまだ２回投与していない児
も含む。 

＊母子健康手帳と予診票を持参してください。 
◎対象日に都合の悪い方は都合のいい日に接種してく
ださい。 

10月11日（月）体育の日 
場　所　総合文化センター 
時　間　９時30分～15時 
＊同日午後１時より、健康講演会（講師：松原英多氏
おもいっきりテレビレギュラー出演中） 

＊「健康まつり」の催し物の詳細については、別紙の
チラシをご覧ください。 

　お子さんがアトピーではないかと心配な方、アトピー
で治療している乳幼児をお持ちの保護者を対象にアト
ピー性皮膚炎の正しい知識についての学習会と相談会
を下記のとおり開催します。 
日　　時　平成16年10月20日（水） 
　　　　　14時から15時30分（13時40分受付開始） 
会　　場　瑞浪市保健センター 
内　　容　講話および座談会 
　　　　　「アトピー性皮膚炎の正しい知識について」 
講　　師　とよだ小児科クリニック 
　　　　　　　　　　　豊田　桃三　先生 
申込方法　10月12日（火）までに東濃地域保健所健康増
　　　　　進課にお申し込みください。 
＊定員になり次第締め切らせていただきます。 
　　　　（123-1111　内線363） 

対　象　地　区 期　　日 

10月５日（火） 
 

10月７日（木） 
 

10月19日（火） 
 

10月21日（木） 
10月29日（金） 

小田町・西小田町・北小田町 
南小田町・下沖町・和合町 
山田町・明賀台・穂並・寺河戸町 
樽上町・一色町・上野町 
宮前町・高月町・須野志町・上平町 
学園台・明世町・松ヶ瀬町・薬師町 
稲津町・陶町 
土岐町・釜戸町・大湫町・日吉町 


